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１．研究目的

　岡山市が平成１６年夏に行ったイベント“ミュージアムウィーク”における市民公募型の展示「一枚の写真」に触発された形で、市民が自ら地域の今昔を語り継ぐため、押入や物置にしまい込んでいた古い写真を公民館などに持ち寄るようになってきている。現在、旭、高島、大元、西大寺などの各公民館で活性化してきている。これら古写真の収集活動を、現状の各公民館の個別活動（デジタル化作業を含む）からステップアップし、ネットワークを使った投稿型古写真データベースへ発展させ、市民誰もが共用できるデータベースへと結びつけるものである。本研究は岡山市デジタルミュージアムとの共同研究から開始し、平成17年度には両備檉園記念財団の研究助成金を頂き、現在は市民と「おかやま投稿型古写真データベース作成委員会」を結成し、継続的に研究を続けている。
２．古写真データベースシステムの概要
　図1にシステムの概要を示す。操作の流れは、市民の持つ古い写真を公民館に持ってきていただき、公民館職員が写真をスキャンしてWeb経由でデータベースに写真を登録する。登録の際には写真の属性情報（所有者や撮影場所、撮影年月日など）を一緒に入力し、検索のために利用する。登録された写真とその属性から、特定の内容のものや特定の時代の写真を検索して表示することができる。なお、写真の権利関係を明確にするために、投稿者を公民館に限っている。
　システムはLINUX上のApacheとPHPとPostgreSQLを利用して開発した。またGoogleMapsのAPIを用いて、写真の撮影場所を地図上からマウスクリックで入力できる機能も備えている。この機能により、地図上での現在の場所が過去どのような様子であったかを知ることができて、地域に関心を持っていただくためには有効な機能と考えている（図２参照）。
３．応用の可能性

　このシステムは、画像をインターネット経由で登録するシステムであり、既に同様のシステムはいくつか存在すると思われるが、市民からの写真の収集をして、地域の活性化に生かすという試みは初めてと思われる。そのような応用での工夫により使える用途は多いと思われる。
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図1.システム概要
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図２.マップ上での古写真の表示
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